
EBC Financial
Group、国際取引とタイの経済状況におけるAIの変革的役割を強調

EBCは、AIが取引とタイの経済政策に与える変革的な影響を分析し、地域のAIリーダー

としてのタイの地位を強化します。

EBCは、AIが世界の取引とタイ経済に与える影響を分析し、規制

と市場動向に焦点を当てます。

THAILAND, March 11, 2025

/EINPresswire.com/ --

人工知能（AI）は世界の金融情勢を再定義し、意思決定を加速させ

、効率を向上させ、取引戦略を変革しています。AIが勢いを増す中

、世界各国の政府はその利用を規制し、AI革新を促進しながら責任

ある導入を確保することに取り組んでいます。AIの可能性を認識す

るタイは、先進的な政策と規制を通じてAIを自国経済に統合するた

めの重要なステップを踏んでいます。EBC Financial

Group（以下、当社）は、AIが取引、金融、ブローカーに与え

る影響と、タイがその恩恵を活用する方法を分析します。 

AI 生成的内容可能不正确。国際取引と金融分野におけるAIの役割拡大   

AIは金融分野に革命をもたらし、高頻度取引、アルゴリズムによるリスク評価、リアルタイムの市場分析を可能にするようになっています。AIを活用した取引アル

ゴリズムは、大量のデータセットを処理し、パターンを検出し、ミリ秒単位で取引を実行することができます。効率性を高める一方、AIは新たな課題をもたらしてい

ます。世界経済フォーラムは、細分化されたAI規制が貿易摩擦を引き起こし、国境を越えた取引を複雑化させる可能性が高いと警告しています。世界貿易機関（WT

O）などの組織も、規制の衝突や経済的混乱を避けるために、AIガバナンスの調和に取り組んでいます。（World Economic Forum, 2024） 

AIは市場行動を再構築しています。自動化は流動性を向上させ、人為的ミスを最小限に抑える反面、経済不況時に市場のボラティリティを高める可能性については懸

念が残っています。国際通貨基金（IMF）は、AIは市場をより効率的にする一方で、経済不況時には取引量の増加やボラティリティの上昇につながる可能性が高い

と指摘しました。（IMFBlog,

2024）規制の議論が進む中、ブローカーを含む市場参加者は、AIの利点を活用しつつ、コンプライアンスを確保するために対応する必要があります。  

タイのAI投資とインフラ   

タイは、研究計画への投資、AI企業の育成、技術センターの設立により、AI主導型経済としての地位を急速に確立しつつあります。2024年、タイ政府は一流大学

や民間企業との提携を通じた研究に多額の資金を割り当てることで、AI革新への取り組みを強化しました。タイのパトンターン・シナワット首相は、2030年まで

にデジタル経済を拡大し、GDPの30％を占めるようにすることを目指す政策を発表し、農業などの分野を強化し、中国への輸出を促進するためにAIを統合するこ

とを強調しました（Reuters,

2024）。この戦略的な方向性は、グーグルが最近タイに10億ドル（360億タイバーツ）の投資を約束するなど、世界のハイテク企業からの多額の投資によって

http://www.einpresswire.com


さらに後押しされています。この投資は、チョンブリに位置するグーグル初のタイ・データセンターの設立資金となり、同国のクラウド・インフラを拡大すると予想さ

れています（CNBC,

2024）。タイ4.0政策や東部経済回廊（EEC）などの取り組みが、特に自動化、データ分析、スマートシティ開発などのAI革新を推進しています（The

Atlas of Urban Tech）。  

またタイでは、フィンテック、ヘルスケアAI、ロボット工学などの分野で起業家を支援するインキュベーターやアクセラレーターがあり、AIに特化した新興企業の

数も増えています。タイ国立科学技術開発機構（NSTDA）はAIの研究開発に積極的に取り組んでおり、タイが世界のAI事情において競争力を維持できるように

しています（Bangkok Post,

2025）。さらに、バンコクやチェンマイ各地にあるハイテクパークやデジタルイノベーション技術センターは、東南アジアでの事業拡大を目指す国際的なAI企業

を惹きつけています。  

Grok AI：マーケット・インテリジェンスとタイでの役割を再定義  

Grok

AIは、高度な深層学習技術を活用して膨大なデータセットをリアルタイムで処理・分析することで、AIを活用した取引に新たなパラダイムを導入しました。市場の

センチメントを理解し、異常な動きを検出し、より高い精度でトレンドを予測するその能力は、従来のAI取引ツールとは一線を画しています（Finance

Alliance, 2025）。金融市場の自動化への依存度が高まる中、Grok

AIは、取引の執行方法、リスクの評価方法、戦略の最適化方法を再構築する上で極めて重要な力となっています。  

Grok

AIはオープンソースであるため、その可能性とリスクの両方について議論が巻き起こっています。金融機関が特定の取引ニーズに合わせてAIモデルをカスタマイズ

することが可能になる一方で、規制当局の監督や金融におけるAIの倫理的使用に関する懸念も生じています。タイは責任あるAIの統合を推進しており、Grok

AIを含むAIの導入が経済成長を促進しながら金融の安定をサポートすることを保証するための指針を策定する準備が整っています（Manushya,

2024）。  

タイのAI戦略：革新と規制のバランス  

タイは、「AIシステムを利用した事業運営に関する勅令草案」と「AI革新の促進及び支援に関する法律草案」という2つの重要な法律案を提出し、体系的なAIガバ

ナンスを目指しています（Baker McKenzie,

2023）。勅令草案はリスクに基づいて、信用格付けや予測型警察活動といったリスクの高いAI応用にはより厳しい規制を課す一方、革新と規制のバランスを保つ

というアプローチを採用しています。一方、法律草案は、規制のサンドボックス、データ共有メカニズム、認証基準を通じてAI開発を促進することに重点を置いてい

ます。  

パトンターン・シナワット首相は、産業と貿易の発展におけるAIの重要な役割を強調しています。タイ工業連盟（FTI）エキスポで演説した同首相は、AIが責任あ

る方法で使用されながらビジネスに利益をもたらすことを確実にするための政府の取り組みを強調しました（The Nation,

2025）。FTI自身も、コストの最適化と競争力の強化を目指し、製造業向けのAI導入計画を策定しています。  

タイはまた、発展途上国がAI倫理規則を採用するのを支援するため、ユネスコと協力してアジアの主要なAI開発ハブになることを目指しています。電子取引開発庁

（ETDA）によると、政府はAIを活用して金融の課題に対処するため、公的機関のためのAI規制の構築を閣議決定するよう求めています（Bangkok

Post, 2024）。  

取引・金融におけるAIに対する当社の見解   



当社は、より迅速な執行、より優れたリスク管理、顧客サービスの強化を可能にすることで、取引を再構築するAIの可能性を認識しています。当社英国法人のデイビ

ッド・バレット最高経営責任者（CEO）は、AIの変革的役割に言及し、「ハイテク部門はこのAIブームの中で競争力を維持するため、データセンター、人材、最

先端チップ技術に多額の投資を行っています」と述べました。同氏はまた、AIはまだ導入の初期段階にあり、金融市場は広範囲に及ぶ破壊ではなく、成長サイクルを

経験していると強調しました。  

AIが技術、金融、ブローカーに与える影響   

AIの影響は取引だけでなく、金融サービスや証券業務にも及んでいます。AIを活用した顧客インサイト、詐欺検知、自動化されたコンプライアンス監視は、金融機

関の業務を大きく変えつつあります。進化を続けるタイのAIの枠組みは、金融機関にとって倫理的・法的コンプライアンスを維持しながら革新を進めるまたとない機

会を提供しています。しかし、企業はデータプライバシー、セキュリティリスク、アルゴリズムの透明性について警戒を怠らない必要があります。  

政府の構造化されたAIアプローチは、業界の協力と相まって、タイを世界のAI業界において競争力のある国に位置づけています。規制が明確になるにつれて、当社

を含む金融ブローカーは、しっかりとしたガバナンスの実践を維持しながら、AI主導の効率化から利益を得られるようになります。  

タイのAIの未来：戦略的チャンス  

タイのAI導入への取り組みは、テクノロジー主導の経済成長において地域のリーダーとなる意欲を明らかにしています。革新と規制のバランスを取ることで、同国は

AIの責任ある利用を確保しつつ、企業が繁栄できる環境を育成しています。  

EBC Financial Groupについて 

EBC Financial

Group（以下、当社）は、イギリス・ロンドンで設立され、金融ブローカー業務や資産運用サービスを提供しています。ロンドン、シドニー、香港、シンガポール

、バンコクなど、主要な金融センターに拠点を持ち、幅広い投資機会を提供しています。 

複数の賞を受賞しているEBCは、倫理基準の堅持に努めています。当社の各子会社は各国の規制機関の認可を受けており、英国（FCA）、ケイマン諸島（CIM

A）、オーストラリア（ASIC）などの金融監督機関のもとで事業を展開しています。 

私たちは、誠実さ、尊敬、お客様の資産の安全性を最優先とする企業文化を育み、すべての投資家の皆様とのお取引が、それに値する最大限の真剣さで取り扱われるこ

とをお約束します。 
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